
関東森林管理局保護林管理委員会
小笠原諸島森林生態系保護地域部会報告
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1

（１）固有森林生態系修復事業
薬剤駆除・抜取り駆除、伐採・巻枯らし駆除、
在来植物の移植・播種及び駆除に伴う事前・
事後モニタリング

※修復事業における最近の課題

・外来草本（センダングサ等）が、ルート沿い
や外来種駆除跡地で分布を拡大している。
・生態系に対する外来草本が及ぼす明らかな問
題はわかっておらず、駆除の優先度をつけに
くい。

リュウキュウマツの薬剤駆除の様子

１ 令和４年度小笠原諸島森林生態系保護地域における主な事業

崩落地に更新するセンダングサ

タコノミ播種の様子（ネズミによる食
害防止のためネット使用）

16



2

（２）希少鳥類のモニタリング（母島）
アカガシラカラスバト、オガサワラカワラヒワ
の生息状況のモニタリング及び標識調査を実施。

（３）指定ルートのモニタリング
各指定ルートの利用による影響の把握及
び危険箇所の把握等を行う。

（４）気候変動モニタリング
母島雲霧帯における湿度観測及び定点撮影
を実施。

１ 令和４年度小笠原諸島森林生態系保護地域における主な事業

オガサワラカワラヒワ足環装着の様子

指定ルートモニタリングの様子

定点カメラの様子 母島乳房山雲霧帯の様子

17



（１）指定ルートの評価

3

指定ルートの評価については、ルート指定から１０年が経過し、指定ルー
トの特徴や現状・課題について整理すべきとの意見があり、それぞれの指定
ルートごとに調査・評価を実施している。

２ 令和３年度小笠原諸島森林生態系保護地域部会での主な審議内容
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（参考）
指定ルートは平成２０年９月に、１００以上あった踏み分け道などを自然環
境や希少動物に配慮したルートに利用を限定し、講習の受講やガイドの同行
を義務づけ、小笠原独自の運用を行っているもの。

２ 令和３年度小笠原諸島固有森林生態系部会での主な審議内容
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5

（２）小笠原村への指定ルートの貸付け

（３）オガサワラビロウの活用

母島ロース記念館の屋根の葺き替
えが小笠原村において今後検討さ
れており、従来どおりオガサワラ
ビロウによる吹き替えが実施可能
かを検討。

２ 令和３年度小笠原諸島固有森林生態系部会での主な審議内容

小笠原村への指定ルートの貸付けについては、令和３年
度の小笠原部会において了承され、試行的に観光利用の
多い千尋岩ルートについて貸付けることで、小笠原村と
合意している。令和４年度内には、貸付けを完了する見
込み。

母島ロース記念館

千尋岩ルートの様子
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（主な会議等） 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

修復検討委員会 6/13

現地連絡会 8/5 10/31

小笠原部会※1 11/18

事業報告会、講演会

（主たる実施内容）

事前モニタリング

事後モニタリング※2
各種外来植物駆除

防衛柵ﾒﾝﾃ・ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

植栽・播種

シロアリモニタリング

ハンミョウモニタリング

指定ルートモニタリング

※1：正式名称は「関東森林管理局保護林管理委員会小笠原諸島森林生態系保護地域部会」
※2：オガサワラノスリの繁殖時期を考慮してUAVの飛行時期は6月～12月の期間とする。

6

３ 令和４年度小笠原諸島森林生態系保護地域関連スケジュール
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４ その他報告（令和２年度小笠原部会において報告）

（１）東京都による父島都道行文線の整備について

②事業対象地

①事業の目的

平成23年3月の東日本大震災や平成26年度に小笠原村が作成した父島津波浸水
ハザードマップで示された浸水エリア外で周回できる道路が確保されていない。

このことから、津波発生時に浸水の可能性が高い湾岸通りの代替路として清瀬地
区と奥村地区を高台で結ぶ、防災上重要な路線を整備する。

小笠原村父島大根山国有林13ほ7林小班外
森林生態系保護地域利用保全地区（バッファーゾーン）

③事業規模

面積：0.84ha、仮設区域0.15ha、計0.99ha
主要な構造：トンネル工１号170m、２号205m、鋼製桟橋169.9m、橋梁57.8ｍ

④今後のスケジュール

令和３年度：道路用地売り払いに向けての事務手続

令和４年度：道路用地売り払い

令和５年度：仮設工事着手

令和６年度：本体工事着手
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⑤計画平面図

４ その他報告（令和２年度小笠原部会において報告）
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9

⑤完成イメージ

４ その他報告（令和２年度部会において報告）
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